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換気塔のデザイン 

福井恒明＊ 曽根真理＊＊  

1．はじめに 1 
〜なぜ換気塔にデザインが必要か〜 

1.1 「生活者の視点」と換気塔 
 近年の都市部における道路整備は、大気・騒音

環境や周辺地域への影響等を考慮して、地下道路

として計画されるケースが目立っている。地下道

路に付随して地上に設置される換気塔は、好むと

好まざるとにかかわらず、道路事業の象徴として

地域の視線を浴び続ける。  
 社会資本整備計画にキーワードとして掲げられ

ているように、今後の道路事業では「生活者の視

点」への対応が極めて重要となる。今後、地域と

協働しながら道路整備事業を進める際には、大気

や騒音などの環境問題と共に、存在感の大きな構

造物としての換気塔デザインの問題は避けて通る

ことができない。 
1.2 換気塔の持つ不利な条件 
 換気塔は地下式道路がもたらす環境改善を支え

る重要な施設である。しかしデザイン上はかなり

ハンディキャップを負っていると言える。 
 橋梁、トンネル、土工、照明、防護柵、植栽な

どの道路構造物や付属物は、その形状とそれらが

果たす機能が対応しており、なぜその場所にそれ

らが必要なのかは誰の目にも明らかである。 

──────────────────────── 
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Building 

ところが換気塔は、それがどんな機能を果たす

のか、また、どうしてその場所になければならな

いのかを直感的に理解しにくいことが多い(写真-
1）。それに加え、換気塔が要求される性能を確

保するためには、周辺の建築物や風景の中で突出

した規模や高さが必要となり、構造物の存在が周

辺に与える視覚的影響がかなり大きい。これらは

デザイン検討上かなり難易度の高い条件である。 
 換気塔は環境改善機能をアピールする構造物に

なりうる可能性と、周辺の建物群の大きさから突

出した視覚的な迷惑施設となる可能性の両方を持

ち合わせている。道路事業に関する市民の理解を

得る上で、換気塔は給排気機能の確保だけではな

く、「生活者の視点」から見られる対象として計

画･設計を進める必要がある。そのため、換気塔

のデザインは注意深く検討する必要がある。 
1.3 ガイドラインと事例集の作成 
 では換気塔に対し、どのような点に注意して計

画・設計を進めればよいのだろうか。 
 これまでの換気塔デザインは、事業ごとに学識

者の意見等を参考にデザインが行われてきたのが

実情であり、換気塔のデザインについてその検討

内容や方向性を論じた文献はほとんど存在しな

かった。そこで、このたび国土技術政策総合研究

所は「換気塔の景観検討勉強会（座長：佐々木葉

早稲田大学教授）」を設置して議論を行い、換気

塔のデザインガイドラインならびに国内外の換気

塔事例集をとりまとめた1)。  

2．換気塔のデザインガイドライン 

2.1 換気塔デザインの課題  
 勉強会では、国内外の事例調査等を踏まえて換

気塔デザインの課題とあるべき姿が検討された。

最大の課題として、デザイン検討の開始時期の遅

さが指摘された。換気塔の配置や規模がほぼ定

まった段階から開始されるデザイン検討は、その

成果が部分的、あるいは表層的なもの（すなわち

修景）に留まり、十分な成果を発揮できないばか

りかコストアップを招くことが多い。換気塔デザ

インとは、付加的な修景が不要になるように施設

 
写真-1 存在の必然性がわかりにくい換気塔  
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の配置、規模、形状を定めることが最も望ましい

あり方であるにも関わらず、その考え方が十分に

浸透していないことが問題視された。 
2.2 ガイドラインの基本姿勢 
 上記の問題意識に基づき、ガイドラインの基本

姿勢として次の2点が設定された。すなわち、①

換気塔デザインの検討を道路事業全体の中に位置

づけ、できるだけ早期からデザイン検討着手を誘

導すること、②実務担当者が円滑にデザイン検討

を導入できるよう、段階ごとの具体的な検討項目

や標準的な方向性を提示すること、である。 
 そのために、トンネル換気施設設計ならびに道

路事業の各段階で一般的に行われている検討内容

と、換気塔デザインにおいて必要と考えられる検

討内容の対応を明示する形でガイドラインの内容

が検討された。 
2.3 換気塔デザイン検討を行う際の注意点 
 具体の事業で換気塔のデザイン検討を行う上で

注意すべき点として、ガイドラインでは以下の5
項目を「着眼点」として挙げている。このうち

(1)から (3)までが事業早期からのデザイン検討着

手に関連していることから、換気塔デザイン検討

では早期着手が重視されていることがわかる。 
(1) 計画早期におけるデザインの方向性整理 
 換気塔の周辺に対する見せ方（消去的に見せる

か主張的に見せるか）や換気塔群としての配慮の

考え方などは、以降の換気塔の基本形態や詳細デ

ザインの方向性を左右する重要な項目である。換

気塔のデザイン検討では、最初に事業目的、周辺

の景観特性等を踏まえて換気塔デザインの方向性

を整理しておく必要がある。 
(2) 予備設計時における換気塔の配置、規模に対 

するデザイン検討実施 
 換気塔デザインの良否は、その配置・規模の設

定に大きく左右される。換気塔の配置・規模は道

路予備設計における検討で概ね定まり、環境アセ

スメント、都市計画決定を経た後の詳細設計では

これらの事項は容易に変更できなくなる。適切な

換気塔デザインを実現するためには、道路予備設

計段階における検討が最も重要である。 
(3) 設計プロセス上流段階からの一貫したデザイ 

ンコントロール 
 計画早期から詳細設計まで一貫した設計を実施

するために、設計プロセス上流段階の検討内容を

明確に次段階に伝達し、デザインをコントロール

する仕組みが必要である。  
(4) 専門家の指導助言体制の確立 
 換気塔のデザイン検討においては、さまざまな

分野の制度的・技術的知見を持つ委員を結集した

委員会等から指導助言を得る体制を構築するのが

望ましい。計画早期から詳細設計段階まで、組織

的な指導助言により、設計の一貫性確保が重要で

ある。 
(5) 換気塔に関する理解を促進するための活動や 

周辺整備 
 換気塔の役割に関する広報活動により、周辺住

民が換気塔の機能や道路事業の効果を理解し、換

気塔に対する評価を向上させることができる。 
2.4 換気塔デザインの対象と方向性 
 勉強会では、「どこに何をどのような規模で作

るか」という段階での注意深い検討が、よいデザ

インを生み出すために最も重要であることが委員

の共通認識となっていた。これを反映し、本ガイ

ドラインで挙げられている換気塔デザインの主要

検討事項は、8項目のうち5項目が主に換気施設

の基本設計に関わるものとなっている。 
(1) 換気塔の規模 

換気塔のスケール感突出や圧迫感を低減するた

め、躯体規模の縮小を図ることを基本とする。 
(2) 換気塔の設置位置 
 道路内外からの換気塔の見られ方や存在感を考

慮して換気塔の設置位置を検討する。 
(3) 換気塔の見せ方 
 換気塔設置位置周辺の環境を踏まえ、換気塔の

存在感を低減するか、積極的に見せるか、デザイ

ン上の方針を検討する。存在感を低減する「消極

的な見せ方」とすることを基本とし（写真-2）、 
状況に応じて換気塔を積極的に見せる「主張的な 
見せ方」とする（写真-3）可能性について検討する。 

 
写真-2 消去的な見せ方
の換気塔事例（山科換気所） 

 
写真-3 主張的な見せ方の
換気塔事例（中落合換気所） 
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(4) 換気塔群としての配慮  
 路線上に複数の換気塔が存在する場合には、全

体のデザインの統一性確保や、それぞれの周辺状

況に応じた個別デザインの実施等、換気塔群とし

てのデザイン方針を検討する。 
(5) プロポーション・レイアウトに関する配慮 
 換気塔･施設棟の計画にあたっては、圧迫感の

軽減を考慮して基本的なプロポーションを検討す

る。また、隣接施設との関係を考慮して計画施設

内での平面配置を検討する。 
(6) 細部デザインへの配慮  
 換気塔・施設棟の細部デザインや、壁面の素

材・色の選定にあたっては、周辺環境との調和や

躯体の圧迫感の軽減等を意識して検討する。 
(7) 付帯設備デザインへの配慮 
 外付階段や機材搬入口等の付帯設備についても

本体と一体的にデザイン検討を行う。 
(8) 敷地デザインへの配慮  
 換気塔の設置敷地は、周囲に違和感なく溶け込

むよう、緑化の推進や広場空間整備等の可能性を

検討する。 
2.5 道路事業段階ごとの検討事項 
 本ガイドラインでは、事業段階と換気塔デザイ

ン検討の対応を明示する形でまとめている (図-1)。 

3．換気塔事例集 

3.1 換気塔デザインの第一歩は事例を知ること 
適切なデザインは、要求事項を個別にクリアす

ることでは実現できない。担当者は、換気塔全体

の姿をイメージしながら事業をコントロールする

必要がある。しかし、この手順をマニュアル的に

示すことは容易ではない。類似事例の情報、特に

それらのよい点・残念な点を参考にすることで、

全体への目配りが可能になると考えられる。 
3.2 評価コメントを含む事例集の作成 

ここで本ガイドラインに合わせて、国内外の換

気塔29事例を紹介する事例集を作成した。各事

例に対して換気塔の諸元や位置、デザインの概要

等を整理した (写真 -4,5)。選定した事例は優れた

事例だけではなく、デザイン上の課題を指摘され

たものも含まれている。その点を明確にするため

に勉強会委員のコメントを記載した。これらは工

学的知見に基づく論理的な記述であり、換気塔の

デザインを検討する際に、どのような言葉で議論 
をしたらよいかを知る上で参考となる(図-2)。 
 

 
図-1 道路事業段階と換気塔デザイン検討  
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3.3 海外先進事例が示唆するもの 
 海外事例の多くは、都市の風景を作り出す建築

物のひとつとして、あるいは一般の建物よりも長

く見続けられるものとして、時間の経過を意識し

て丁寧に設計されている印象を受ける。そのデザ

インから観光名所となるもの（ライン河岸道路換

気所）や、建築賞を受けているものもある（ビッ

グディグ換気所No.7）。 
 ボストン・ビッグディグ事業では、道路の地下

化によって生じたオープンスペースを有効活用す

るために換気塔の位置を地上道路の路側に配置す

るなど、周辺の都市空間の質や価値を第一に考え

て事業が計画されている。  
 いずれの例でも、単体としてよいデザインを目

指すのではなく、道路の地下化によってもたらさ

れた良好な都市空間の中で、どのような換気塔の

姿が望ましいのかが検討された形跡がある。この

点は我が国の道路事業においてもっと議論される

べきではなかろうか。 

 4．まとめ 

 換気塔のデザインとは、「全体の設計が終わっ

た後に表面の仕上げや色彩、植栽を付加的に検討

すること」ではない。 
 換気塔のデザインを進める上でのポイントは、

要求性能のひとつとしてデザインを位置付け、で

きるだけ早期から一貫した方針で検討を進めるこ

とである。これにより、コスト縮減と適切な換気

塔デザインを両立することができる。 
 換気塔が設置される可能性がある道路事業を担

当される方には、構想段階の検討を行う際に本ガ

イドラインおよび事例集を活用していただきたい。 
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写真-4 国内事例の例（左上から右回りに鍛冶橋換気所、  

        北町若木換気所、入船みなと換気所、並木換気所）  

 

 
写真-5 海外事例の例（Boston BIGDIG換気塔群）  

 

 

（遠景・中景視点） 
換気塔の形態がビルのように見
えるため、街なみの中で違和感

無く、これが換気塔であると認
識する人も少ないと考えられ
る。茶系の外壁色は近隣の馬車

道沿道の景観と合わせようと考
慮したと考えられるが、設置箇
所の景観の中では若干目立つた

め、もっと低彩度の色調を用い
た方が街なみとの調和を図る上
でよかったのではないか。 

図-2 コメントの例（花園換気所、一部抜粋）  
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